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背景と目的

日本腎臓学会腎臓学用語集委員会(委員長：石川兵衛)により 年 月に 腎臓学用語集」が上梓され

た。腎臓学領域での用語の統一と整理は 腎臓病の診療や研究に従事する関係者にとって極めて重要かつ必須の

事項であり ご尽力された先生方に心より敬意を表したい。一方 近年の腎臓病学の進歩は目覚ましく 腎臓学

用語集上梓( 年)以降に 新しく認知・確立されてきた疾患は多数ある。

今回は 腎臓学用語集上梓以降に新しく認知・確立されてきた疾患群のなかから 特に腎病理診断上知ってお

くべき疾患を抽出し そして解説を加えることを目的とした。

方 法

糸球体疾患に関しては ： 」の 年版と

年版の比較を行った。

また 尿細管・間質疾患 血管疾患に関しては 年に出版された ：

- 」および 年に出版された ：

」と その後それらの第 版という形で 年に

出版された ： - 」の比較を

行った。

さらに 最近出版された国内外の教科書(例えば 第 版」 別冊医学のあゆみ

腎疾患― - ―」 腎と透析増刊号―全身性疾患と腎」など)を参照した。

結 果

)糸球体疾患

： 」の 年版と 年版を比較した。

主な相違点は ) の組織学的バリアントについての記述の追加 ) ( )のカテ

ゴリーが原発性糸球体疾患から代謝性疾患に伴う糸球体疾患への移動 )全身性疾患に伴う糸球体疾患の項で

( )と )ウイルス(特に と )関連腎症の追加 )血管疾患に伴

う糸球体疾患の項で血管炎の 分類の導入 )代謝性疾患に伴う糸球体疾患の項で免疫グロブリン関

連蛋白沈着症のなかの そして

の追加 )遺伝性腎症の項で の追加 さら

に )先天性脂質代謝異常に伴う腎症のうちいくつか(例えば など)が新たに追加 な

どがあげられる。

また臨床的には )先天性ネフローゼ症候群 乳児ネフローゼ症候群 そして の遺伝子異常(例えば
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；コードする蛋白はそれぞれ )も加味した病因や病像に関する

理解の進歩 ) の分類や診断に大きなインパクトを与えた の臨床への導入 )免疫グロブリン関

連蛋白沈着症例の集積と病像に関する理解の進歩 ) そして 感染症関連腎症の認識と病

因・病態や病像に関する理解の進歩 そして )ミトコンドリア異常症に関する理解の進歩などがあげられる。

)尿細管 間質 血管疾患

臨床的には ) ( - ) ) (アリストロキア

酸腎症) そして ) 病(特発性尿細管性蛋白尿症)などがあげられる。

今後の予定

)上記抽出した疾患の妥当性を検証する。そのため いまだ抽出できていない疾患についてご教示いただけ

れば幸いである。

)抽出した疾患の解説に関しては )ごく簡単な説明をしたうえで有益な参考文献を併記したリンクシステ

ム(下記参照)にするか または )第 回日本腎臓学会学術総会(会長：酒井 紀)の記念出版物として 年

月に刊行された 腎臓病学の診断アプローチ」に準じた内容にするかについても 会員の先生方のご意見を伺

いながら検討し 作業を進める。

疾患解説の例

(アリストロキア酸腎症)

解説：漢方薬の成分であるアリストロキア酸による腎間質の線維化を特徴とする間質性腎炎
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